














































































































































































































































































































































































































































時 教師の働きかけと児童の反応 教 意
導
入
展
開
充
実
ま
と
め
1．準備運動を
する
２．本時の遊び
方を知る
３．見せ合いを
する
４話に合った
よい動きをみ
つけ身につけ
る
５．まとめと後
始末をする
〃７
〃
〃
０１
ｙ８
〃
５
５
１
● しっかりと準備運動をしよう
先生と一緒に、友達と一緒にやるのだな
｡助け合って用具の準備をしよう
前時は忍者になって、橋わたりの術を考えたんだ
〈 とのさまといっしょに、ころがりの術で早くにげよう
･逃げ道は、広い部屋と狭い廊下だけだよ
よ－し／ころがりの術で早く助けるのだな
･友達のころがりを見よう
あんなころがりもあるのか、どれが早いかな
･教師が頭頂をついた
前ころがりだな
息
がりを示範してみせる
先生のは、早くころがっ
てないよ
．なぜ早くないの？
〉
まつすぐにころがるに
は、しっかりと手をつ
かないといけないのだ
な
だって、頭のてつぺんをついてころがっているもの
手をついてないからだよ
･手のひらを肩巾に開いて、しっかりとついてみよう
あごを胸につけるようにして、へそをみる
１
。○○さんに教えてもらったよ、○○さん、よくがん
ばつたよ･最後までがんばってかたづけよう
手なし前ころがり手つき前ころがり
身体をほぐすよう
にする。
遊びのイメージを
ふくらませる。
自由に動きをみつ
けるところなので、
特に危険な遊びに
ついては注意する。
他の動きでも指導
を要すると思うが、
本時は前ころがり
の手のつきと頭の
入れ方をおさえた
い ０
しっかりできない
子には、補助した
り、坂を使ってさ
せる ◎
少しの伸びでも大
事にする。
ら、横ころがりよりも前ころがり（手つく．つ
かない）が早く逃げれそうであることに気づい
た。しかし、両手をつかなくてもまっすぐころ
がれる子と両手をついてもまつすぐにころがれ
ない子もいたので、教師が極端に、手をつかず
頭頂をついてころがる見本をみせた。ここでは、
早く滑らかにころがるには、体を小さく丸めて
ころがること、加えて両手をしっかりとついた
ころがりが必要であることを遊びの中でとらえ
させたかった。そのために、お尻を高く上げて
後頭部をついて前ころがりができるように、円
すい標識をマットの両側に壁のかわりに置いた。
体の開いている子には、最後まで体を丸くし
ているように、あごに帽子をはさませたり、膝
と胸の間にも帽子をはさませた。また、膝の開
く子にも、膝の間に帽子をはさんで、落とさな
いでころがるよう指導した。ところが、一時限
で動きを見つけ、さらにはよい動きを身につけ
るということは、到底一時限では、不可能であ
ったので、③場面のとびこえの術に入る前に、
修業の場を設定したのである。また、どうして
作する力を養う遊びとして、肋木での逆立ち遊
び、手押し車・うさぎとび・動物歩き・ゆりか
ご・だるまころがり・体全体でジャンケン・両
手をついて足でジャンケン・馬とび・肋木のぼ
り．とびおり等の遊びである。逆立ち遊びも児
童は、初め､｢エー恐い／」と言っていたが、
何度か遊ぶうちに、一人で壁や肋木で、それに
友達同士で支え合えるようになってきたのであ
る。
また、忍者になってでは、これまでＡ～Ｄの
４グループに分かれて学習してきたが、その経
過について述べてみる。
まず、①場面の橋わたりの術では、先の本時
学習で記したように、マット大－１，小－３、
平均台を与え、各グループのイメージに合った
置き方で、そし
て渡り方で遊ば
せてみた。途中
に、何度も置き
変えるグループ
もみられたが、
最終的に４グル
ープ共に、写真
も頭頂をつく児童
には、坂を作って
補助をしながら、
何度もころがらせ
てみたのである。
のような配置であった。動きについては、先に
述べてあるので略する。②場面のころがりの術
を、詳しく述べてみる。導入時や学習の流れの
中で、指示・資料・示範等の手だてをもって、
早くとのさまを助けることを意識させることに
よって、児童は、「よし、こう動いてみよう」
等と見通し（半知）を持って取り組んでいた。
ここでの動きは、広い｡狭いマットを使って
いろいろなころがりがみられた。２人並ぶ前こ
ろがり（手つき・なし)・横ころがり．それに
狭いマットで足を縮めてころがる等の動きがみ
られた。また、２人で重なってころがる動きも
みられた。そこで、より早く音をたてずに逃げ
るために、充実の場で、今一度、授業の最初に
見せた広い部屋と狭い廊下（ボール箱で作った）
の資料を見せた。周りには壁があり、壁にぶつ
かると音がしてみつかることを意識させてみた
③場面のとびこえの術では、とび箱を２台用
意し、同じ高さや。高低をつけたり・横や縦に
置き工夫していた。あるグループは、とび箱を
屋根にみたて、とび越す・踏み越す・開脚とび
越しをしていた。最終的には、器具の数もたく
さん増え、用意やかたづけに時間を要したが、
忍者になりきらせることによって、音をたてず
に早くかたづけることができた。
これまでに、児童の意識は、忍者であり、教
師のねらいは、動きの広まりと深まりをみつめ
てきた。忍者になりきらせることによって、児
童の意欲的な面について、すごく高まりがみら
れたのである。今後の課題としては、その他の
動きもより深めていく手だてを考えていきたい。
－９１





